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研究成果の概要（和文）：研究期間を通して継続的に話し言葉を現地収録した。フランス語、スペイン語、トルコ語で
は、母音、受動表現、談話標識等に関する研究を行った。ラオ語では文学作品6編、クメール語では随筆と日常会話を
コーパス化し、機能語の分析が行われた。英語では日本人英語学習者におけるプロソディーの学習過程と、学習レベル
を評価する指標の分析が行われた。他方、学習者言語における流暢さ・自然さ・語用論的な適切さに貢献する言語特性
について研究した。日本語は学習者の作文データを収集し、データ分析を通じて日本語教育への応用可能性を検討した
。他の科研との共催で、海外協力者による講演・ワークショップ等を計9回開催した。

研究成果の概要（英文）：Throughout the research period, spoken languages were continuously recorded and 
transcribed. In French, Spanish and Turkish, several studies were produced on vowels, passive 
construction, discourse markers, etc. We built a corpus of six modern literary works in Lao and that of 
essays and everyday conversations in Khmer. Analysis of function words in both languages was carried out 
and the use of corpus as learning materials has been examined. In Japanese, written data was continuously 
collected and its applicability to Japanese education was explored. For English, the learning process of 
prosody by Japanese learners and cues for evaluating the learning level have been analyzed. We also 
studied some language characteristics that contribute to fluency, naturalness, and pragmatic adequacy in 
learner language. Finally, in collaboration with other scientific research projects, we held nine 
workshops and lectures by collaborators overseas.

研究分野： フランス語学，トルコ語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 2006-2010 年度の基盤研究Ａ(課題番号
19202015)「多言語話しことばコーパスと学
習者言語コーパスの構築に基づく言語運用
の研究と教育への応用」の補助金により、
話し言葉コーパス、書き言葉コーパス、学
習者言語コーパスの構築を行ってきた。 
(2) 系統的にも類型的にも異なるヨーロッ
パの言語（英語、フランス語、スペイン語）
とアジアの言語（トルコ語、ラオ語、クメ
ール語、日本語）を対象とし、言語運用を
より十全な形で把握した後に、その研究成
果を各言語の音声教育、文法教育、語彙教
育に新たな視点・示唆として提供する。 
 
２．研究の目的 
本研究では基盤研究Aの研究を継承しつつ、
二つの研究目的を設定する。 
(1) スペイン語、フランス語、トルコ語、
ラオ語、クメール語では、言語コーパスに
基づく言語運用データの分析を行い、研究
成果の音声教育・文法教育・語彙教育への
応用可能性を検討する。 
(2) 母語話者データについて多数の研究蓄
積を有する英語、日本語では、学習者言語
を分析し、母語話者データとの比較対照を
行いつつ、研究成果の言語教育への応用可
能性を追求する。 
 
３．研究の方法 
(1) 基盤研究 A における方法を継承して言語
コーパスを拡充した。話し言葉データは、IC
レコーダ等で収録し、転写規則に基づいて文
字化した。データはコンコーダンサ、統計分
析ソフト、音声分析ソフト等を用いて解析し
た。 
(2) 書き言葉データは、細心の注意を払いつ
つ著作権に問題のない言語資料を選別し、そ
れらをデジタル化した。クメール語とラオ語
では、データベースの検索方法についても検
討した。 
(3) 本研究では複数の言語について言語コー
パスを構築するため、海外研究機関との連携
が不可欠である。フランス語はパリ第 3 大学、
トルコ語はマルマラ大学、ラオ語はラオス国
立大学の協力を得つつ研究を実施すること
ができた。 
 
４．研究成果 
(1) フランス語、スペイン語 
フランス語は、継続的に話し言葉の現地収録
を行った。構築されたコーパスはフランスの
研究プロジェクト ORFEO にデータ提供され
た（〔その他〕の項を参照）。同コーパスを利
用し、母音、口蓋化現象、否定辞等に関する
分析を行った。また、母語話者と日本人学習
者の文末下降イントネーションを比較し、言
語教育的観点を含めた研究報告を行った。ス
ペイン語は、マドリード自治大学とバルセロ
ナ自治大学の研究協力者から、文法研究と方

言に関して、コーパス言語学的観点からの助
言を受けつつ研究を進めることができた。 
(2) トルコ語 

トルコ語においても継続的に話し言葉の現
地収録を行った。2015 年度にマルマラ大学の
協力者を招聘し、試験的に Transcriber を用い
て文字データと音声データを同期させ、幾つ
かのデータをインターネット上に検索シス
テムとともに公開した(上図、〔その他〕の項
を参照)。 
(3) ラオ語およびクメール語 
ラオ語（下図）では新たに 3.3Mb、クメール
語では 20 万字の電子データが構築された。
これらのコーパスを基にして、両言語では主
に機能語の研究が行われた。 

(4) 日本語 
日本の大学で学ぶ日
本語学習者の作文デ
ータを継続的に収集
し、コーパスを構築
した。2015 年度には
『上級学習者の日本
語作文データベース
2013-2015 年度版』（右図）と題する CD を作
成し、他の研究者が本コーパスを利用できる
ようにした。また、データ分析の結果を通じ
て日本語教育への応用可能性も検討した。 
(5) 英語 
日本人英語学習者のイントネーションにつ
いて、同一人物の留学前と後の発音および音
声学の授業履修前と後の発音を比較するこ
とにより、英語のプロソディーがどのような
学習過程を経て身につくのか、また、どのよ
うな特徴が学習レベルを評価する指標とな
りうるのかを分析した。他方、既存の英語学
習者のナラティブ・コーパスを拡充し、流暢
さ・自然さに影響する要因のうち、語彙選
択・定型表現の使用の観点から帰国子女と非
帰国子女を比較する言語分析を行った。これ
により学習者言語における言語使用の正確
さのみならず、流暢さ・自然さ・語用論的な
適切さに貢献する言語特性について実証的
研究を進めた。 
(6) 会議・ワークショップ等 
2014 年 11 月に他機関との共催で、「コーパス



言語学とフランス語話し言葉コーパス」に関
するワークショップを実施した。最終年度に
はパリ第 10 大学に招聘教授として招かれ、
コーパス分析と統計的手法を用いた言語研
究の利点・課題に関する報告を行った。また、
他の科研Ａとの共催により、海外協力者を招
聘し、コーパスに基づく談話標識、先進的な
外国語教育、言語コーパスの教育への利用、
少数言語の諸問題に関するワークショップ
と講演会を計 9 回実施した。 
 
５．主な発表論文等 
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